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１１１１    評価対象及評価対象及評価対象及評価対象及びびびび評価基準評価基準評価基準評価基準    県立総合技術研究所の研究課題について，「広島県研究課題評価マニュアル」に基づき追跡評価を実施し，その結果を取りまとめた。 
     （（（（１１１１））））評価評価評価評価のののの対象対象対象対象    
    １７年度に終了した研究課題（研究終了後３年を経過した課題） ２９課題       （（（（２２２２））））評価基準評価基準評価基準評価基準    （ア）個別評価基準（総合技術研究所による評価）   ① 研究の達成度  Ａ：成果は移転できるレベルにある。  Ｂ：一部の成果は移転できるレベルにある。  Ｃ：成果は移転できるレベルではない。  ② 成果移転の目標達成度 Ａ：目標以上に達成           達成度１２０％以上 Ｂ：ほぼ目標どおり達成         達成度７０％以上～１２０％未満 Ｃ：移転は行ったが，目標を下回っている 達成度２０％以上～７０％未満 Ｄ：移転は進んでいない         達成度２０％未満  ③ 知的財産権の活用状況 Ａ：実施許諾し，事業化されている。  Ｂ：実施許諾を行っている。  Ｃ：実施許諾は行っていない。  ④ 研究成果の波及効果    Ａ：波及効果は大きい（効果は十分ある）     研究予算総額≪波及効果    Ｂ：波及効果は認められる（効果は認められる）  研究予算総額≒波及効果    Ｃ：波及効果はほとんど認められない（効果は薄い）研究予算総額≫波及効果       

追跡評価は，終了後一定期間が経過した課題について，研究成果の活用状況や波及効果等に関する評価を行い，研究成果が及ぼす社会・経済等への効果を把握し，県民に対する説明責任を果たすとともに，研究開発の企画・立案機能の強化，成果移転の効果的な推進に資することを目的として実施するものである。 追跡評価は，「１）研究の達成度」「２）成果移転の目標達成度」「３）知的財産権の活用状況」「４）研究成果の波及効果」の４項目の視点に立って行う。 

 

 １ 



  （イ）総合判定基準    個別評価結果の適切性を含め，評価委員会として，総合評価を行う。  区分 内容 Ｓ 研究成果が十分に活用され、効果は当初見込みを上回っていると認められる。 Ａ 研究成果が活用され、効果は当初見込みをやや上回っていると認められる。 Ｂ 研究成果が活用され、効果は当初見込みどおりであると認められる。 Ｃ 研究成果の活用が不十分で、効果は当初見込みをやや下回っていると認められる。 Ｄ 研究成果の活用が不十分で、効果は当初見込みを下回ると認められる。  
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（（（（２２２２））））評価委員会意見評価委員会意見評価委員会意見評価委員会意見    
  １）総合評価方法について 
 

    〇  総合評価に当たっては，４項目の個別評価結果を基に総合的に判定した。個別評価項目 
      のうち知的財産権の活用状況については，知的財産の取得だけでなく，実施許諾の有無を       重視した。 
 

 ２）結果概要について 
 

    〇  ５つの評価区分（ＳＡＢＣＤ）のうち標準であるＢ評価以上の課題は１３課題であった。 
      そのうちＳ評価は２課題，Ａ評価は３課題あった。 一方，Ｃ評価は，全体の５割強の１６課題であった。Ｄ評価の課題はなかった。これら       の課題は，知的財産権の活用状況をはじめ研究成果の活用状況に関する評価が低いため，       総合的な判定においても低い評価となったものである。 
 

      ＜総合判定基準  再掲＞ 
          Ｓ  研究成果が十分に活用され、効果は当初見込みを上回っていると認められる。 
          Ａ  研究成果が活用され、効果は当初見込みをやや上回っていると認められる。 
          Ｂ  研究成果が活用され、効果は当初見込みどおりであると認められる。 
          Ｃ  研究成果の活用が不十分で、効果は当初見込みをやや下回っていると認められる。 
          Ｄ  研究成果の活用が不十分で、効果は当初見込みを下回ると認められる。 
 〇  知的財産権の活用状況については，特許権等の実施許諾を行った課題が４課題あり，規模の大小はあるが，市場で商品化されている。今後は，研究開発の企画立案の際，知的財産権の取得や成果移転方法等について，これまで以上に配慮されたい。  〇  特に，「県産農産物･微生物等の有する生体調節機能の評価と機能性食品の開発」における凍結含浸技術については，引き続き，実施許諾による技術移転に取り組むとともに，消費者の視点に立ったＰＲ活動も含め，開発した技術の価値を高める取組みが望まれる。 

 〇 成果移転にあたっては，各センターだけの取り組みだけでは十分な効果を得られない場合もあるため，各センターや行政部門との連携などについてもあらかじめ検討し，効率的かつ効果的な技術移転を図ることが望まれる。 
 

 

 

  ３）今後の対応 
 

    〇  追跡評価は，研究成果の県民への説明責任だけでなく，研究開発マネジメントの改善や 
      研究課題の企画立案能力の向上等に有効であると考えられる。継続して実施すべきである。 
 

    〇  また，今後，知的財産の許諾等，大きな移転成果が見込める可能性がある研究課題につ 
      いては，更なる追跡評価を実施されたい（21-追跡-003，21-追跡-008，21-追跡-026）。 
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課 題 別 追 跡 評 価 報 告 書 
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目   次 番号 研究課題名 研究機関 ページ 
21-追跡-001 アレルギー食品及び遺伝子組換え食品に関する調査研究 保健環境センター １１ 
21-追跡-002 日本脳炎ウイルス及びウエストナイルウイルスの流行予測に関する研究 保健環境センター １７ 
21-追跡-003 酸素透過膜を用いた省エネルギー排水処理技術開発に関する研究 保健環境センター ２３ 
21-追跡-004 生活環境水の宿主アメーバを用いたレジオネラ検出法に関する研究 保健環境センター ２７ 
21-追跡-005 県産農産物･微生物等の有する生体調節機能の評価と機能性食品の開発 食品工技センター ３１ 
21-追跡-006 乳酸菌利用による食品廃棄物リサイクル技術の開発 食品工技センター ３７ 
21-追跡-007 モジュール設計支援ツールの開発 西部工技センター ４３ 
21-追跡-008 無機層状化合物を用いた水素製造触媒の開発 西部工技センター ４７ 
21-追跡-009 ビジョンシステムの実用化に関する研究開発 西部工技センター ５１ 
21-追跡-010 ネットワークを用いた電力情報システムの開発 西部工技センター ５５ 
21-追跡-011 ナノ粒子及び機能性材料の解析技術開発 西部工技センター ５９ 
21-追跡-012 マグネシウム合金への高機能めっき技術の開発  東部工技センター ６５ 
21-追跡-013 高速噴流と電気防錆技術を利用した輸送機械･部品の表面処理技術の開発 東部工技センター ７１ 
21-追跡-014 小規模事業所用脱臭システムの開発 東部工技センター ７５ 
21-追跡-015 表面強化複合フローリングの開発 東部工技センター ７９ 
21-追跡-016 光質制御によるワケギの夏季安定生産技術の確立 農業技術センター ８３ 
21-追跡-017 野菜高香気性および晩抽性ヒロシマナの育成 農業技術センター ８９ 
21-追跡-018 野菜･花き類に発生する昆虫媒介性ウイルスの総合防除技術の開発 農業技術センター ９５ 
21-追跡-019 大粒系ブドウ（安芸クイーン等）の不発芽解消技術の確立 農業技術センター ９９ 
21-追跡-020 県内育成温州の早期普及を図る施肥法及び育苗法の開発 農業技術センター １０３ 
21-追跡-021 大豆の成熟異常を回避する潅水技術の確立 農業技術センター １０９ 
21-追跡-022 子実消化性を高めた飼料イネホールクロップサイレージを利用した

TMR における飼料利用性と乳生産の向上技術 畜産技術センター １１３ 
21-追跡-023 広島牛における遺伝子型を活用した育種手法の確立 畜産技術センター １１９ 

 

 ９ 



 研究課題名のつづき  
21-追跡-024 広島かき新ブランド構築技術開発研究事業  水産海洋技術センター １２５ 
21-追跡-025 ヒラメのウイルス性表皮増生症防除研究  水産海洋技術センター １３１ 
21-追跡-026 アユ冷水病ワクチン開発研究  水産海洋技術センター １３５ 
21-追跡-027 森林バイオマスの効率的供給システムの開発  林業技術センター １３９ 
21-追跡-028 競争種を利用したマツ材線虫病拡大阻止技術の開発  林業技術センター １４３ 
21-追跡-029 熱圧成型によるスギ材面加工技術の開発  林業技術センター １４７ 
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